
【学校沿革の概要】 

明治 6年 4月（粟佐村） 

  第 48番小学清連学校（勝徳寺） 

明治 6年 12月 

  第 49番小学屋代学校 

（本陣跡⇒松崎問屋⇒武田屋敷） 

明治 19年（屋代町・粟佐村） 

 屋代学校 

明治 22年（屋代町） 

 屋代尋常小学校 

明治 42年 

 屋代尋常高等小学校 

昭和 16年 

 屋代国民学校 

昭和 22年 

 屋代小学校（現在に至る） 

明治６年１２月開校 屋代学校  

旧矢代宿本陣の長屋 

（昭和 40年代撮影） 

 

 

 

  

１５０周年記念制作＆記念式典が行われました！ 

 明治新政府が「学制」を発布したのが、明治５年８月。

その翌年の明治６年（１８７３年）には、屋代小学校の前身

となる「屋代学校」が、この屋代地区につくられました。今

年は、それから１５０年の節目となる年にあたり、９月７日

と８日に、「記念制作」と「記念式典」を行いました。 

  ７日の「１５０周年記念制作」は、本校卒業生の「越ちひろ

さん」を講師として、全校児童でアクリル絵の具を使ったアー

ト作品を制作しました。縦４ｍ２０ｃｍ、横幅１０ｍ５０ｃｍ

の巨大作品が作り上げられ、体育館ステージ壁面いっぱいに展

示されました。越さんにより『私の色は世界の色』と命名され

て、これからずっと展示されますので、来校された際に是非ご

覧ください。 

   

（作品写真） 

 

 

 

 ８日の記念式典は、本校卒業生である小川市長様はじめ、小松教育

長様、和田議員様、各区区長様、他約５０名の来賓を迎え、吉村・小

笠原・市川記念事業実行正副委員長さんの進行の下、盛大に挙行され

ました。記念制作作品のお披露目を兼ねて、越ちひろさんによる記念

講演を行っていただき、夢をもって挑戦し続けることの大切さをみん

なで確認し、屋代小学校の未来についても展望しました。子どもたち

が取り組んでいる「ふるさと学習」についても、６年生が代表して発

表しました。自分たちを育んでくれている「屋代」について、思いを

深めました。そして、エンディングでは１５０周年バージョンの２部

合唱「校歌」を全校で歌って、締めくくりとしました。式典の後は、教

室に戻って「１５０周年記念給食」を味わいました。記念菓子も家庭に

持ち帰り、各家庭でも話題としてもらいました。 

学 校 

だより 
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庭庭のの桜桜のの  

春春秋秋ごごととにに匂匂ううななりり  

令和５年９月１1 日 

千曲市立屋代小学校 

№№№６６６   



越ちひろさん 記念講演 「夢をかなえるための近道」＊抜粋 

幼い頃から絵を描くことが好きで、画家になる夢をもった越さんは、様々な

壁にぶつかってきたそうです。デッサンの予備校に通う努力をしながら、３

浪して東京造形大学に入学したこと。大学で「自分の絵」が描けないと悩む

時期があったこと。最高賞をとって卒業し、画家としてスタートしても、作

風に対する批判が多かったこと。その度に、とにかく手を動かし続けること

で、理解者が増えて自信もついたそうです。タイトルに対する越さんの答え

は『好きなことをやり続ける事』と、みんなに励ましの言葉をもらいました。 

 

制作・記念式典の様子から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１５０周年バージョンの校歌を 

全校で合唱してエンディング 

式典の後、越さんを囲んで全校で記念写真！  

 

トーンチャイムの演奏でオープニングです！！  

その後、屋小の歴史と制作風景を振り返りました 

実行委員長 開会の辞  

 

来賓を代表して小川市長様から

ご祝辞をいただきました 

６年生 

による 

ふるさと

学習 

の発表 

☜  ☞ 


